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日

　
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会

　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
岡
山
市
楢

津
）
と
日
本
医
師
会
、
全
日
本

病
院
協
会
は
二
十
九
日
、
東
京

都
内
で
「
民
間
医
療
防
災
フ
ォ

土
フ
ム
」
を
開
催
し
、
自
治
体

と
の
合
同
防
災
訓
練
や
、
救
援

物
資
備
蓄
な
ど
大
災
害
に
対
応

す
る
た
め
の
災
害
医
療
シ
ス
テ

ム
づ
く
り
を
全
国
規
模
で
展
開

す
る
方
針
を
決
め
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
各
種
学
会
と
の

詔
勁
民
間
ネ
ッ
ト
拡
大
へ

交
流
、
全
国
で
の
民
間
医
療
防

災
研
修
会
の
開
催
、
統
括
事
務

局
の
設
置
な
ど
も
決
定
し
た
。

主
催
三
団
体
で
構
成
す
る
「
地

域
防
災
民
間
緊
急
医
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
活
動
を
大
幅
に
拡

充
す
る
た
め
の
措
置
。
今
後
具

体
的
に
詰
め
て
い
く
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
医
療
関

係
団
体
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運
航

の
航
空
会
社
、
情
報
通
信
会
社

な
ど
災
害
時
に
関
係
す
る
民
間

民間からの全国規模の災害医療システムづくりを

決めた「民間医療防災フォーラム」＝東京都内

組
織
を
は
じ
め
、
厚
生
省
や
自

衛
隊
、
静
岡
県
や
東
京
都
な
ど

の
自
治
体
も
含
め
て
約
百
人
が

参
加
。
テ
レ
ビ
電
話
で
岡
山
市

の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
と
も
結
び
、

岡
山
県
の
防
災
担
当
者
ら
と
も

や
り
取
り
し
た
。

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

東
海
大
地
震
を
想
定
し
て
、
参

加
し
た
各
種
団
体
が
ど
の
時
点

で
ど
ん
な
対
応
が
で
き
る
か
を

模
索
。
特
に
被
害
者
の
広
域
搬

送
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
、
自

衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
輸
送

機
を
民
間
活
動
に
ど
こ
ま
で
活

用
で
き
る
か
が
焦
点
と
な
っ

東京でフォーラム

た
。

　
ま
た
、
河
田
憲
昭
こ
示
都
人

防
災
研
究
所
巨
大
災
害
セ
ン
タ

ー
長
が
「
迫
る
東
海
・
南
海
大

地
震
」
と
題
し
て
講
演
。
地
震

研
究
の
最
前
線
を
話
し
、
東
海

地
震
と
南
海
地
震
が
同
時
に
起

き
る
可
能
性
な
ど
を
指
摘
。
「
想

定
す
る
よ
う
な
形
で
災
害
は
起

き
な
い
。
東
海
地
震
の
対
応
に

集
中
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
」

な
ど
と
指
摘
し
た
。
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